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2018年度山下記念研究賞表彰（概要）
詳細は学会Webページ（https://www.ipsj.or.jp/award/yamashita.html）をご覧ください．

　山下記念研究賞は，これまでは研究賞として本学会の研究会およ
び研究会主催シンポジウムにおける研究発表のうちから特に優秀な
論文を選び，その発表者に贈られていたものですが，故山下英男先
生のご遺族から学会にご寄贈いただいた資金を活用するため，平成
6 年度から研究賞を充実させ，山下記念研究賞としたものです．受
賞者は該当論文の登壇発表者である本学会の会員で，年齢制限は
ありません．本賞の選考は，表彰規程，山下記念研究賞受賞候補者
選定手続および山下記念研究賞推薦内規に基づき，各領域委員会
が選定委員会となって行います．本年度は 40 研究会の主査から推
薦された計 57 編の優れた論文に対し，慎重な審議を行い，決定さ
れたうえで，理事会（2018 年 8 月）および調査研究運営委員会に
報告されたものです．本年度の下記受賞者には，3 月 15 日に福岡
大学で開催される第 81 回全国大会の席上で表彰状，賞牌，賞金が
授与されます．

［コンピュータサイエンス領域］
●分散グラフ処理におけるグラフ分割

　［Web とデータベースに関するフォーラム（WebDB Forum 
2017）（2017/9/18）］（データベースシステム研究会）

　塩川浩昭君（正会員）

● RDMAの適用による RAMPトランザクション処理の高速化

　［Web とデータベースに関するフォーラム（WebDB Forum 
2017）（2017/9/20）］（データベースシステム研究会）

　川島英之君（正会員）

●深層学習による不具合混入コミットの予測と評価

　［ソフトウェアエンジニアリングシンポジウム（SES2017）
（2017/8/31）］（ソフトウェア工学研究会）

　近藤将成君（学生会員）

●GUI自動テストにおけるテストスクリプト中のロケータ修正支
援手法

　［ソフトウェアエンジニアリングシンポジウム（SES2017）
（2017/8/31）］（ソフトウェア工学研究会）

　切貫弘之君（正会員）

●パケット処理キャッシュにおける送信元 IPアドレスに着目した
ミス削減手法に関する初期検討

　［2017-ARC-226（2017/5/24）］（システム・アーキテクチャ研究会）
　八巻隼人君（正会員）

●低電力モードを備えるプロセッサとモード切り替えアルゴリズム

による電力効率の向上

　［2017-ARC-226（2017/5/24）］（システム・アーキテクチャ研究会）
　塩谷亮太君（正会員）

●システム障害発生時における障害情報収集と再起動の同時実行に

よる高信頼化

　［2018-OS-142（2018/2/28）］（システムソフトウェアとオペレー
ティング・システム研究会）

　山本遼介君（正会員）

●エラー予告ベース適応的電圧制御のMTTF考慮設計手法

　［DA シンポジウム 2017（2017/8/31）］（システムと LSI の設計技
術研究会）

　増田　豊君（学生会員）

●最小エネルギー動作点追跡アルゴリズムの実チップ評価
　［DA シンポジウム 2017（2017/8/31）］（システムと LSI の設計技

術研究会）
　保木本修君（正会員）

●タイルレベルの並列処理を可能とする時空間タイリング手法を用

いた 3次元 FDTDカーネルの実装と性能評価

　［2017-HPC-160（2017/7/28）］（ハイパフォーマンスコンピューテ
ィング研究会）

　深谷　猛君（正会員）

● Less is More : Accelerating Deep Neural Networks with 
  Micro-Batching

　［2017-HPC-162（2017/12/19）］（ハイパフォーマンスコンピュー
ティング研究会）

　大山洋介君（学生会員）

● S a f e  L o w - l e v e l  C o d e  G e n e r a t i o n  i n  C o q  U s i n g 
Monomorphization and Monadification

　［（2017/6/9）］（プログラミング研究会）
　田中　哲君（正会員）]

● Space-Efficient Algorithms for Longest Increasing 
Subsequence

　［2017-AL-164（2017/9/19）］（アルゴリズム研究会）
　大舘陽太君（正会員）

● 2段階転移学習を用いた深層畳み込みニューラルネットによるび
まん性肺疾患の識別と特徴表現の解析

　［2018-MPS-117（2018/3/1）］（数理モデル化と問題解決研究会）
　鈴木藍雅君（学生会員）

●OS2における通信特性に応じたDDS実装の動的選択機構の実現

　［2018-EMB-47（2018/3/7）］（組込みシステム研究会）
　森田　錬君（学生会員）

［情報環境領域］
●下水管路検査用浮流型無線ネットワークカメラシステムの実現技術

　［2017-DPS-172（2017/11/29）］（マルチメディア通信と分散処理研究会）
　石原　進君（正会員）

●パスワード別送添付メールの問題点と受信側での対策について

　［2017-DPS-172（2017/11/30）］（マルチメディア通信と分散処理研究会）
　乃村能成君（正会員）

●小型ロボットを用いた自己客体視システムによる思考変容の誘発

　［2018-HCI-176（2018/1/23）］（ヒューマンコンピュータインタラクシ
ョン研究会）

　高橋英之君（正会員）
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●不便に対して人が受ける印象の比較評価～人と業務システムの違い～

　［2018-HCI-177（2018/3/16）］（ヒューマンコンピュータインタラクシ
ョン研究会）

　草野孔希君（正会員）

●緊急搬送を要する妊婦の情報共有における効果的・効率的なシステ

ムの構築および検証について

　［2017-IS-142（2017/12/2）］（情報システムと社会環境研究会）
　山下範之君（正会員）

●半教師あり非負値行列因子分解を用いた二項分類向け転移学習の評価

　［2017-IFAT-127（2017/7/22）］（情報基礎とアクセス技術研究会）
　米川　慧君（正会員）

●複雑な光学特性をもつ実物体の写実的な再現のための事前撮影画像

による拡張現実システム

　［2018-AVM-100（2018/3/7）］（オーディオビジュアル複合情報処理
研究会）

　三原翔一郎君（正会員）

●紙をちぎることで電子情報を手渡すインタラクション方式の基礎検討

　［マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム（DICOMO2017）
（2017/6/30）］（グループウェアとネットワークサービス研究会）

　呉　健朗君（学生会員）

●雑談を誘発するテレプレゼンスロボットシステム

　［2018-GN-104（2018/3/20）］（グループウェアとネットワークサービ
ス研究会）

　葛岡英明君（正会員）

●多言語社会におけるコミュニケーションモデルの一提案

　［2017-DC-105（2017/7/6）］（ドキュメントコミュニケーション研究会）
　中挾知延子君（正会員）

● Stacked convolutional denoising autoencodersを用いた 2誘導心電
図からの特徴抽出および不整脈分類

　［2017-MBL-83（2017/6/2）］（モバイルコンピューティングとパーベ
イシブシステム研究会）

　高橋　柊君（正会員）

●サッカートラッキングデータを用いた機械学習に基づくプレー認識

手法の提案

　［2018-MBL-86（2018/2/27）］（モバイルコンピューティングとパーベ
イシブシステム研究会）

　今井友揮君（正会員）

●ユーザブロック機能の光と陰 : ソーシャルアカウントを特定するサ
イドチャネルの構成

　［コンピュータセキュリティシンポジウム（CSS2017）（2017/10/24）］
（コンピュータセキュリティ研究会）

　渡邉卓弥君（学生会員）

●静電容量方式タッチパネルに対する敵対的な干渉の脅威

　［コンピュータセキュリティシンポジウム（CSS2017）（2017/10/25）］
（コンピュータセキュリティ研究会）

　丸山誠太君（学生会員）

●CANを用いた階層統合型車載ネットワークの提案

　［マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム（DICOMO2017）
（2017/6/29）］（高度交通システムとスマートコミュニティ研究会）

　徳永雄一君（正会員）

● Lokemon :その場に潜むモンスターを介した参加型センシング手法

　［2017-UBI-54（2017/5/25）］（ユビキタスコンピューティングシステ
ム研究会）

　坂村美奈君（学生会員）

●腕装着型センサによる飲水量推定法の提案

　［マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム（DICOMO2017）
（2017/6/30）］（ユビキタスコンピューティングシステム研究会）

　濱谷尚志君（正会員）

●He loved the cloud, but the cloud did not love him.

　［2017-IOT-37（2017/5/26）］（インターネットと運用技術研究会）
　柏崎礼生君（正会員）

●九州工業大学における情報セキュリティ対策の取り組みについて

　［インターネットと運用技術シンポジウム（IOTS2017）（2017/12/8）］
（インターネットと運用技術研究会）

　中村　豊君（正会員）

●オプトアウトの神話と事実：行動ターゲティング広告におけるオプ

トアウトの効果に関する調査

　［2017-SPT-26（2017/11/29）］（セキュリティ心理学とトラスト研究会）
　坂本一仁　君（正会員）

●音声対話型AI帳票を実現する現場作業支援ソリューションの提案

　［2017-CDS-20（2017/8/29）］（コンシューマ・デバイス＆システム研
究会）

　田淵仁浩君（正会員）

● SDM3602 :音楽イベントのための自由視聴点映像音声のインタラク
ティブ再生

　［マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム（DICOMO2017）
（2017/6/30）］（デジタルコンテンツクリエーション研究会）

　塚田　学君（正会員）

●コミュニティの特徴を考慮した高齢者見守りサービス設計手法の開発

　［2017-ASD-8（2017/6/19）］（高齢社会デザイン研究会）
　稗方和夫君（正会員）

［メディア知能情報領域］
●教師なし系列マッチング

　［2017-NL-234（2017/12/20）］（自然言語処理研究会）
　和田崇史君（学生会員）

●楽曲聴取行動系列の階層化による聴取傾向変化の検出と行動分析

　［2017-ICS-188（2017/7/20）］（知能システム研究会）
　高野雅典君（正会員）

● Discrete Inference Approaches to Image Segmentation and 
Dense Correspondence

　［2017-CVIM-207（2017/5/10）］（コンピュータビジョンとイメージ
メディア研究会）

　谷合竜典君（正会員）
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●Measuring Translucent Objects using Spatially and Temporally 
Modulated Light

　［2017-CVIM-207（2017/5/10）］（コンピュータビジョンとイメージ
メディア研究会）

　田中賢一郎君（正会員）

●マイクロタスク型クラウドソーシングによる協調的三次元モデリ

ング

　［Visual Computing / グラフィクスと CAD 合同シンポジウム 2017
（2017/6/23）］（コンピュータグラフィックスとビジュアル情報学研
究会）

　鈴木良平君（学生会員）

●ピクトグラミング ─人型ピクトグラムを用いたプログラミング学
習環境─

　［情報教育シンポジウム（SSS2017）（2017/8/18）］（コンピュータ
と教育研究会）

　伊藤一成君（正会員）

●情報システムにおけるデータベースの仕組みを学ぶ共通教科「情

報」授業の提案と実践

　［2018-CE-144（2018/3/17）］（コンピュータと教育研究会）
　白井詩沙香君（正会員）

●地方小集落の「集落アーカイブ」の課題と実践的取り組みについて

　［人文科学とコンピュータシンポジウム（じんもんこん 2017）
（2017/12/9）］（人文科学とコンピュータ研究会）

　藤本　悠君（正会員）

●古典中国語Universal Dependenciesへの挑戦

　［2018-CH-116（2018/1/28）］（人文科学とコンピュータ研究会）
　安岡孝一君（正会員）

●調とリズムを考慮した階層隠れセミマルコフモデルに基づく歌声

F0軌跡に対する音符推定

　［2017-MUS-116（2017/8/25）］（音楽情報科学研究会）
　錦見　亮君（学生会員）

●記号と信号処理の相互作用フレームワークの構築に向けたGTTM
の大域的構造を考慮した音響信号の分節の調整

　［2018-MUS-118（2018/2/21）］（音楽情報科学研究会）
　澤田　隼君（学生会員）

● End-to-Endモデルによる Social Signals検出および音声認識との
統合

　［2017-SLP-117（2017/7/28）］（音声言語情報処理研究会）
　稲熊寛文君（正会員）

●日米欧の自動走行に関する政策動向比較と今後の我が国の方向性

に関する一考察

　［2017-EIP-76（2017/5/31）］（電子化知的財産・社会基盤研究会）
　加藤尚徳君（正会員）

●花札のこいこいにおける方策勾配法とNeural Fitted Q Iterationの
適用

　［ゲームプログラミングワークショップ（GPW2017）（2017/11/11）］
（ゲーム情報学研究会）

　佐藤直之君（正会員）

●視聴覚コンテンツの音情報から生成した振動の高次感性促進効果

　［エンタテインメントコンピューティング 2017（2017/9/17）］（エ
ンタテインメントコンピューティング研究会）

　柳生寛幸君（正会員）

●自己実現理論を起点とした Entertainment Design Assetの提案と
その分析事例報告

　［2017-EC-46（2017/12/22）］（エンタテインメントコンピューティ
ング研究会）

　小笠　航君（正会員）

● Characteristic of functional enrichments of putative 
transcriptional target genes and its application

　［2017-BIO-52（2017/12/4）］（バイオ情報学研究会）
　大里直樹君（正会員）

● Implementing A Blockchain Based Learning Analytics Platform

　［2018-CLE-24（2018/3/21）］（教育学習支援情報システム研究会）
　Ocheja Patrick Ileanwa 君（学生会員）

●視覚障害者向け屋内ナビゲーションシステムの大規模施設におけ

る測位精度の評価

　［2017-AAC-4（2017/8/26）］（アクセシビリティ研究会）
　佐藤大介君（正会員）
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● 論文誌ジャーナル掲載論文リスト
Vol.59 No.11（Nov. 2018）

【エンタテインメントコンピューティング】
■	特集「エンタテインメントコンピューティング」の編集にあたって	

　　　　　　　　　　　　	 伊藤雄一
■	言外の意味 ZERO：定型発達者のための自閉症者との対話方法

を学習するシリアスゲーム	　　　　　　　	 矢吹渓悟	他
■	時系列深層学習に基づく難易度間関係モデルを用いたダンスゲー

ム譜面難易度の自動調整	　　　　　　　	 辻野雄大	他
■	予測変換を用いた初心者向け作曲支援システム　		 山下　峻	他
■	切り絵の裁断スキルの向上を目的とするなぞり描き練習システム

による筆圧制御の効果	　　　　　　　	 東　孝文	他
■	多感覚コンテンツの音情報から生成した床振動の高次感性促進

効果 *	　　　　　　　	 崔　正烈	他
■	Filum	 :	環境やユーザに即して糸の縫込み可能な布や柔軟物体

に新たな動作や変形機能を与える糸と縫い方	　　	 幸野朋美	他
■	衣服牽引による視聴覚コンテンツ体験の向上	　	 大石恵利佳	他
■	高速で接近する物体との接触時に生じる視触覚間遅延の影響　	

　　　　　　　	 西　綾花	他
■	Affinity	Live：演者と観客の一体感を増強する双方向ライブ支

援システム	　　　　　　　	 大津耕陽	他
■	スポーツ競技中のプレイヤ観客間相互コミュニケーション拡張に

関する研究	　　　　　　　	 皆川太志	他

【ゲームプログラミング】
■	特集「ゲームプログラミング」の編集にあたって	　　　　　　　

　　　　　	 鶴岡慶雅
■	全自動麻雀卓のマルチエージェントモデルによる牌の撹拌に関す

るシミュレーション	　　　　　　　	 井手広康	他
■	トランプにおける最適なシャッフルの組み合わせ *	　　　　　　

　	 井手広康	他
■	強化学習法によるデジタルカーリングの初歩的な行動知識の獲得	

　　　　　　　	 松井亮平	他

【一般論文】
■	CAN を用いた階層統合型車載ネットワークの提案 *　	　　　　

　　　	 徳永雄一	他
■	Separating	 the	Direct	 and	Global	Components	 of	 a	Single	

Image	　　　　　　　	 Art	Subpa-asa	他

		*：推薦論文　Recommended	Paper
†：テクニカルノート　Technical	Note



今月の会員の広場では，9月号へのご意見・ご感想を紹介いたします．まず，
巻頭コラム「情報という世界観」については，以下のようなご意見・ご感
想をいただきました．

■まさに本誌のタイトル「情報処理」の処理はこの世界観に合わな

いのではないか．	 （匿名希望）

■巻頭コラムの話の続きが聞きたいです．	 （匿名希望）

特別解説「未来投資会議における大学入学共通テストに情報の試験を
入れる方針に賛同する提言について」については，以下のようなご意見・
ご感想をいただきました．

■今後の教育に非常に重要な観点であるが，「情報 I」「情報 II」の

教育内容は，中学，高校の数学で勉強する「統計」，「確率」，「関数」，

「資料の活用」等に密接に関係する．したがって，数学教育との関係，

棲み分け，など他教科との関係で議論すべきと考える．	（諸岡泰男）

報告「未踏の第 24 期スーパークリエータたち」については，以下のよ
うなご意見・ご感想をいただきました．

■成果が分かりやすく具体的である．	近年，研究分野において短期

的アウトプットが求められ，企業でも研究所の事業貢献が問題視さ

れるなど，眼に見える成果と基礎的な研究成果とのバランスが問題

となっているが，このような小規模ながら尖った成果の実例は1つ	

の解となり得る．読者への有益な刺激にもなると思う．	（田中　宏）

■未踏のスーパークリエータについて毎年会誌を通して知れることは

ジュニア会員や学生会員にとって刺激になることなので，これから

も続けてほしい．	 （澤　佳祐／ジュニア会員）

特集「ラーニングアナリティクス」については，以下のようなご意見・
ご感想をいただきました．

■大学で教員をしておりますので，大変興味深く読ませていただき

ました．分析結果のフィードバックが，教育する側へのものがメイン

であり，学習者に自学自習を働きかける仕組みではない点が気にな

りましたが，同時に，そのことの難しさが証明されたような気がして，

現場の人間として納得感を得ました．本会の扱う分野の広さが，大

変ありがたいです．	 （森　浩二）

■難しいし，分からなかった．	 （真間龍哉／ジュニア会員）

■参考になるテーマだと感じたが，表題などや説明などに違和感も

感じた．たとえば定義と書いてあって目的が書かれていたり，LA	そ

のものの規格ではなくプロトコルの規格であったりなど，意図が読

み取りにくいと感じた．図解が多い点は良いと思った．	（坂野晃弘）

■私の大学でもアクティブラーニングという形で利用してきました．

残念ながらアクティブラーニングを取り入れている講義ほど，学びた

いという気持ちより強いられているような気持ちになったことを覚

えています．今回掲載されたような研究を通し，講義をされる先生，

受講する学生の双方にとってより充実した講義となるようになれば，

なお良いと考えました．	 （髙橋健大）

■今回の特集でラーニングアナリティクスの概況を知ることができ

ました．環境が整ってきて，データが集まりつつあり，これからの

発展が期待される領域と思いました．	 （三木清一）

■大学教育を支援する立場である私にとって興味深い内容でした．さ

まざまな取り組みが行われている現状を把握できたのですが，実際に

教育現場に適用する場合には，効果の分析を行う仕掛け作りが必要

で，どの教育機関でもできるわけではありません．今後，フレームワー

クが確立して，どの教育機関でも容易に利用可能となれば，PDCAサ

イクルの一部として寄与するのではないかと感じました．	（小川康一）

「2．大学における全学規模のラーニングアナリティクス」

■ 800 ページ右欄　約 9,450 万件の学習ログデータが蓄積されて

いるとあるが，1件当たりの粒度が知りたい．学習ログデータ1件

当たりの平均的内容を具体的に知りたい．学習日誌の自動的な単語

分析の結果には興味がある．	 （牛島和夫）

「6．eポートフォリオを活用した学習評価とラーニングアナリティクス」

■ eポートフォリオに関してはあまり良くないように思っています．	

	 （中込　椋／ジュニア会員）

シニアコラム「IT 好き放題：計算機ユーザのための『情報学』から社会
に浸透する『情報学』へ」については，以下のようなご意見・ご感想を
いただきました．

■共感できました．好き放題に語れない本音が透けて見えるような．

気のせいですか．	 （外村高章）

トピックス「研究会推薦博士論文速報」については，以下のようなご意見・
ご感想をいただきました．

■推薦された49 件のうち1/3近くが社会人博士であったというが，

具体的にどの方が社会人博士であるか知りたかった．社会人博士取

得に理解のある会社を知ることができるので．「先生，質問です！」

の具体的回答の1つになったのではないか．	 （牛島和夫）

リレーコラム「記憶に残る人々」については，以下のようなご意見・ご感
想をいただきました．

■内輪寄りな内容なので，字数を減らした上で，編集後記の一部に位

置付けてはいかがでしょうか．印象が変わると思いますよ．（外村高章）

会員の広場
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皆様にとって会誌をより役立つものとするため，
　・記事に対する感想，意見　・記事テーマの提案　・会誌または学会に対する全般的な意見，提言
　・その他，情報処理技術についての全般的な意見，提言
など自由なご意見，ご感想をお待ちしております．
なお，「道しるべ」については
<URL：https://www.ipsj.or.jp/magazine/sippitsu/michishirube.html>で
これからのテーマ案を募集しており，いただいたご意見をまとめております．
※ご意見，ご感想を会誌に掲載させていただいた方には薄謝または記念品を進呈いたします．

掲載に際しては，編集の都合上，ご意見に手を加えさせていただくことがありますので，あらかじめご了承ください．
なお，意見の投稿に伴う，住所，氏名，所属などの個人情報については，学会のプライバシーポリシーに準じて取
り扱いいたします．　<URL：https://www.ipsj.or.jp/privacypolicy.html>

応募先　　〒 101-0062　東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　
　　　　　一般社団法人　情報処理学会　会誌編集部門　E-mail	:	editj@ipsj.or.jp　Fax	(03)	3518-8375　
　　　　　https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html

これらのコメントは Web 版会員の広場「読者からの声」< URL : https://www.ipsj.or.jp/magazine/dokusha.html > にも掲載しています．Web 版では，
紙面の制限などのため掲載できなかったコメントも掲載していますので，ぜひ，こちらもご参照ください．会誌や掲載記事に関するご意見・ご感想
は学会 Web ページでも受け付けております．今後もより良い会誌を作るため，ぜひ皆様のお声をお寄せください．

連載「ビブリオ・トーク：なぜ理系に進む女性は少ないのか？　トップ
研究者による15 の論争」については，以下のようなご意見・ご感想を
いただきました．

■大変興味深く拝読しました．喜連川優先生が会長を勤めた頃，女

性会員の増員に取り組んでくださったのもあって，それをきっかけに

本会の会員になりました．学会やアカデミアに女性が少ないことへ

の日本社会の労働力構成自体との因果関係は分かりかねますが，も

う少し社会から関心を集めるようにワークショップの開催や類似話

題を取り上げていただきたく思います．	 （黄　緒平）

■理系に進んだ女性として興味ある記事でした．高校生で理系を選

択した際，「女性は普通文系を選択する」という共通の認識に対し

て反旗を翻したい気持ちも多少ありました．今後はそういった変な

気持ちでなく，率直に理系を選択する女性が増えてほしいと思いま

した．決して文系が劣っているというわけではなく，色々な選択肢

があって良いし，その選択肢に性別による偏見がない方が良いと思っ

ています．	 （除補由紀子）

学会活動報告「情報技術の国際標準化と日本の対応」については，以
下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■ AI，IoTといった華やかな話題が世の中をにぎわせている一方，

国際標準化という地道な活動を続けている諸氏に敬意を表したい．

定期的に記事を掲載して標準化活動に対する会員の認識と理解を

高めてほしい．	 （出井敏夫）

■記事が古い．せめて5月号くらいに載せるべき．	 （伊藤雅樹）

連載「先生，質問です！」については，以下のようなご意見・ご感想を
いただきました．

■大学院生や社会人の方の質問も受け入れていて，自分のためにも

なり良かった．	 （匿名希望／ジュニア会員）

■私の質問を採用していただきありがとうございました．

	 （井上勢大／ジュニア会員）

連載漫画「IT日和」については，以下のようなご意見・ご感想をいただ
きました．

■読みやすかった．	 （高田亮介／ジュニア会員）

会誌の内容や今後取り上げてほしいテーマに関して，以下のようなご意
見やご要望をお寄せいただきました．今後の参考にいたします．

■若手向けのセキュリティ，またはプログラミングセマンティクスな

どを取り上げてほしい．	 （早坂彪流／ジュニア会員）

■計算機に関する記事を読みたい．	 （冨井陸矢／ジュニア会員）

■スマホ社会における弊害について，開発する側の方々の意見が聞

きたいです．	 （山口隼平／ジュニア会員）

■今回の記事は，自分が知っていることと知らないことが絶妙に混

ざったような内容が多く，知的好奇心が強く刺激されました．産業，

技術，教育等の面から今後の我が国の国際的な競争力はどうなって

いくのかを取り上げてほしいです．	 （梅田直希／ジュニア会員）

■今月号は仕事に縁のない記事が多かったが，その分知らないこと

を多く知ることができたし，知識の幅を広げることができたと考え

ます．	 （野口晃司）

■今月号は recurrent-education	時代に相応しい編集に感じた．特

に巻頭言や社会に貢献する博士論文紹介はリカレント教育時代への

入り口の参考になっている．これからはパソコン時代からスマホ時

代へ，完璧なものづくりの不可能なこと，そしてSNSでのさまざま

な評価とその活かし方を論じてほしい．	 （嶋　廣二）

【本欄担当　中澤里奈，山本祐輔／会員サービス分野】

ご意見をお寄せ
ください！
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 論文誌「デジタルトランスフォーメーションを加速する 11月26日（月） 
 コンピュータセキュリティ技術」特集への論文募集  
 https://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/19-N.html
 論文誌「ユビキタスコンピューティングシステム（Ⅷ）」特集への  12月7日（金） 
 論文募集 
 https://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/19-W.html
 2018年度業績賞候補者推薦募集  12月7日（金） 
 https://www.ipsj.or.jp/topics/gyoseki_boshu2018.html
11月15日（木）～ 第89回モバイルコンピューティングとパーベイシブシステム・ 9月22日（土） 11/15はWiPセッションで 興亜宮崎ビル 
11月17日（土） 第75回高度交通システムとスマートコミュニティ合同研究発表会  参加登録が必要（要宿泊） 高千穂ホール 
 http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/mbl89its75.html  11/16-17は通常研究発表会
11月16日（金）～ ゲームプログラミングワークショップ 2018 （GPW-18） 7月30日（月）  箱根セミナーハウス 
11月18日（日） http://www.ipsj.or.jp/sig/gi/gpw/2018/index.html  
11月21日（水）～ 第121回音楽情報科学研究発表会 9月18日（火） 当日のみ ホテルこうしゅうえん 
11月22日（木） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/mus121.html   （輪島市）
11月26日（月） 第111回ドキュメントコミュニケーション研究発表会 10月3日（水） 当日のみ 富士通（株）デジタル・ 
     トランスフォーメーション・ 
    センター東京（世界 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/dc111.html   貿易センタービル30F）
11月27日（火） 連続セミナー 2018　第5回  定員になり次第 一橋講堂中会議室／ 
 「人工知能時代のコンピューティング基盤」   大阪大学中之島センター／ 
 https://www.ipsj.or.jp/event/seminar/2018/index.html   東北大学
11月27日（火） ユーザブルセキュリティ・プライバシ (USP)論文読破会   理化学研究所 
 http://www.iwsec.org/spt/uspread2018.html   革新知能統合研究センター
11月29日（木）～ 第30回コンピュータシステム・シンポジウム（ComSys2018）   法政大学 
11月30日（金） http://www.ipsj.or.jp/sig/os/index.php?ComSys2018   市ヶ谷キャンパス
11月29日（木）～ 第103回オーディオビジュアル複合情報処理研究発表会  9月19日（水）  当日のみ 徳島大学 工業会館 
11月30日（金） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/avm103.html  
11月30日（金）～ 第8回アクセシビリティ研究発表会 10月22日（月）  当日のみ 首都大学東京 秋葉原 
12月1日（土） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/aac8.html    サテライトキャンパス
12月1日（土）～ 人文科学とコンピュータシンポジウム「じんもんこん2018」 9月3日（月） 当日可  東京大学地震研究所 
12月12日（日） http://www.jinmoncom.jp/sympo2018/index.html#10 
12月1日（土）～ 第147回コンピュータと教育研究発表会 10月22日 (月 ) 当日のみ  琉球大学 
12月2日（日） http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/ce147.html 
12月3日（月） 第200回ソフトウェア工学研究発表会 10月15日（月）  当日のみ 奈良商工会議所 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/se200.html   小ホール
12月4日 (火 ) ～ 第180回ヒューマンコンピュータインタラクション・ 10月4日 (日 )  当日のみ 淡路夢舞台 
12月5日 (水 ) 第60回ユビキタスコンピューティングシステム合同研究発表会   国際会議場 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/hci180ubi60.html
12月4日（火）～ 25th Asia-Pacific Software Engineering Conference （APSEC2018）   奈良春日野国際フォーラ 
12月7日（金） http://www.apsec2018.org/   ム甍 ～ I・RA・KA～
12月5日（水）～ 第185回システムとLSIの設計技術・ 10月8日（月） 当日のみ サテライトキャンパス 
12月7日（金） 第49回組込みシステム合同研究発表会（デザインガイア2018）   ひろしま 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/sldm185emb49.html
12月5日（水）～ 第225回システム・アーキテクチャ研究発表会（デザインガイア2018） 10月8日（月）  当日のみ サテライトキャンパス 
12月7日（金） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/arc225.html   ひろしま
12月6日（木）～ 第11回 インターネットと運用技術シンポジウム （IOTS 2018）  9月10日（月） 11月29日（木） 米子コンベンションセンター 
12月7日（金） https://www.iot.ipsj.or.jp/symposium/2018-outline/    
12月7日(金) 2018年度 情報処理学会関西支部　定期講演会   大阪大学中之島センター 
 『経営と技術，二つの視点で読み解く仮想通貨の今後』   講義室507 
 https://kansai.ipsj.or.jp/2018kouen/
12月7日(金) ～ 第26回教育学習支援情報システム研究発表会 10月15日(月) 当日のみ JR福井駅前AOSSA 
12月8日(土) https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/cle26.html
12月8日(土) 第146回情報システムと社会環境研究発表会 10月16日(火) 当日のみ 東京工科大学   
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/is146.html   蒲田キャンパス
12月10日(月) ～ 第125回音声言語情報処理研究発表会 10月19日(金) 当日のみ 西早稲田キャンパス 55号館 
12月11日(火) https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/slp125.html   N棟1階 大会議室
12月11日(火) ～ 第238回自然言語処理研究発表会 10月19日(金) 当日のみ 早稲田大学 
12月12日(水) https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/nl238.html   西早稲田キャンパス
12月12日（水） 連続セミナー 2018　第6回  定員になり次第 化学会館／ 
 「人工知能時代のソフトウェアエンジニアリング」   大阪大学中之島センター／ 
 https://www.ipsj.or.jp/event/seminar/2018/index.html   東北大学

IPSJ カレンダー
　　開催日　　　　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　論文等応募締切日　　　参加締切日　　　　開催地
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［トピックス］ 

10 月 15 日 2019 年度 IPSJ/ACM Award for Early Career Contribution to Global Research 候補者推薦募集

10 月 15 日 人材募集情報（Vol.59 No.11）

10 月 15 日 会誌「情報処理」Web カタログ（Vol.59 No.11）

10 月 5 日 2018 年度論文賞候補論文推薦募集

10 月 5 日 論文誌「人文科学とコンピュータ」特集 論文募集

Web ページ（https://www.ipsj.or.jp/）更新情報

12月13日（木）～ 第83回コンピュータセキュリティ研究発表会  10月19日（金） 当日のみ 別府国際コンベンション 
12月14日（金） https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/csec83.html   センター
12月14日(金) 第56回バイオ情報学研究発表会 10月31日(水) 当日のみ 岡山大学鹿田キャンパス 
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/bio56.html   
12月17日(月) ～ 第167回ハイパフォーマンスコンピューティング研究発表会 10月16日(火) 当日のみ 沖縄産業支援センター 
12月18日(火) https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/hpc167.html   
12月17日(月) ～ 第121回数理モデル化と問題解決研究発表会 10月22日(月) 当日のみ 電気通信大学 
12月18日(火) https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/mps121.html   
12月21日(金) 第14回高齢社会デザイン研究発表会 11月12日(月) 当日のみ LIFULL HUB  
 https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/asd14.html   イベントスペース
12月21日(金) ～ 第168回データベースシステム研究発表会 10月21日(日) 当日のみ 国立情報学研究所 
12月22日(土) https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/dbs168.html   
12月21日(金) ～ 第50回エンタテインメントコンピューティング研究発表会 11月8日(木) 当日のみ 公立はこだて未来大学 
12月22日(土) https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/ec50.html   
 
2019年
 論文誌「ユーザブルセキュリティ」特集への論文募集 2月25日 (月 ) 
 https://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/19-Y.html
 論文誌「人文科学とコンピュータ」特集への論文募集 5月7日 (火 ) 
 https://www.ipsj.or.jp/journal/cfp/20-C.html
1月17日 (木 ) ～ 第215回コンピュータビジョンとイメージメディア研究発表会 11月6日 (火 ) 当日のみ 京都テルサ 
1月18日 (金 ) https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/cvim215.html
1月17日 (木 ) ～ 第122回プログラミング研究発表会 11月16日 (金 ) 当日のみ 福山市ものづくり交流館 
1月18日 (金 ) https://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/event/pro122.html
1月21日（月）～ 24th Asia and South Pacific Design Automation Conference（ASP-DAC 2019）  日本科学未来館 
1月24日（木） http://www.aspdac.com/aspdac2019/
1月24日（木）～ ウィンターワークショップ2019・イン・福島飯坂   飯坂ホテル聚楽 
1月25日（金） http://wws.sigse.jp/2019/index.html
2月5日（火） ソフトウエアジャパン2019  1月22日 (火 )  学術総合センター ・ 
 https://www.ipsj.or.jp/event/sj/sj2019/index.html  当日可 一橋記念講堂
3月14日（木）～ 情報処理学会　第81回全国大会   福岡大学　 
3月16日（土） https://www.ipsj.or.jp/event/taikai/81/   七隈キャンパス
8月28日 (水 ) ～ The 14th International Workshop on Security (IWSEC 2019)  3月15日 (金 )   Multi-Purpose Digital Hall,  
8月30日 (金 ) https://www.iwsec.org/2019/index.html   Ookayama Campus,  
    Tokyo Institute of   
    Technology, Tokyo, Japan 

　　開催日　　　　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　論文等応募締切日　　　参加締切日　　　　開催地
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有  

料  

会  

告
＊特に指定がないかぎり履歴書には写真を貼付のこと

人材募集
（有料会告）

■高エネルギー加速器研究機構計算科学センター

募集人員　教授および助教　各 1名（任期なし）
専門分野／仕事内容　（教授）統括情報セキュリティ責任者とな
り，情報セキュリティ基盤の維持，改善および CSIRT運営にお
いて主導的な役割を担う．あわせて本機構が推進する加速器科学
研究に求められる情報技術の開発研究を行う
（助教）計算科学センターが運用する計算機・ネットワークシス
テムの運転・維持に従事し，加速器科学分野に関連する計算科学
技術の開拓的研究を行う
応募資格　（教授）機構情報セキュリティ対策運営上および研究
教育上の能力があり，業務上必要な日本語および英語によるコミ
ニュケーション能力を有する方
（助教）研究教育上の能力があると認められる方
着任時期　2019年　採用決定後早期
提出書類　履歴書，研究歴，発表論文リスト（和英別葉），着任
後抱負，主要論文別刷，本人への推薦書または参考意見書
応募締切　2018年 11月 30日（17:00必着）
送 付 先　当機構Webより提出（人事第一係（E-mail: jinji1@

ml.post.kek.jp）要メール問合せ）
照 会 先　（1）研究内容等：計算科学センター　真鍋　篤（E-mail: 

manabe@post.kek.jp)，（2）提出書類等：総務部人事労務課人事
第一係 (E-mail: jinji1@ml.post.kek.jp) 
そ の 他　https://www.kek.jp/ja/Jobs/　
詳細につきましては共通 18-2（教授）共通 18-3（助教）を必ず
参照ください
当機構は男女共同参画を推進しています

■成蹊大学理工学部システムデザイン学科

募集職種　経営システムデザインコース
募集人員　助教　1名（常勤・任期 3年（審査により 2年間延長
あり））
専門分野／仕事内容　情報処理をベースに，経営工学的視点で研
究されている方，もの作りの分野について研究されている方を募
集します．学部教育では，基礎的な講義科目（簡単なプログラミ
ング）週 1コマと，実験科目の指導になります
応募資格　博士の学位を有すること（着任時において取得見込を
含む），専門分野に知識と経験を有し，教育・研究に熱意を持っ
て取り組める方
着任時期　2019年 4月 1日
提出書類　履歴書（氏名，連絡先，学歴，職歴，学会および社会
における活動等），研究業績等のリスト（学術論文：査読付き論
文とその他の論文とを区別，国際会議発表，受賞，競争的資金獲
得状況，その他特記すべき事項），主要論文別刷（コピー可，3編 

以内），現在までの研究概要（任意の形式で A4用紙，1ページ
程度），教育歴のある方はその概要，今後の研究計画と教育に対
する抱負，応募者の所見を得られる方 2名の氏名と連絡先
応募締切　2018年 12月 5日（当日消印有効）
送付先／照会先　〒 180-8633 東京都武蔵野市吉祥寺北町 3-3-1
成蹊大学理工学部システムデザイン学科　主任教授　篠田心治
E-mail: shinoda@st.seikei.ac.jp　Tel(0422)37-3763

封書に「助教（経営システムデザインコース）応募書類在中」と
朱書し，簡易書留等で郵送のこと．書類選考の後，面接を実施（た
だし，旅費等は自己負担となりますのでご了承ください）

申込方法：任意の用紙に件名，申込者氏名，勤務先，職名，住所，電話番号および請求書に記載する「宛名」，
Web掲載の有無などを記載し，掲載希望原稿（［募集職種，募集人員，（所属），専門分野，（担当科目），
応募資格，着任時期，提出書類，応募締切，送付先，照会先］）を添えて下記の申込先へ，E-mail，
Faxまたは郵送にてお申し込みください．

 ＊都合により編集させていただく場合がありますので，ご了承ください．
申込期限：毎月 15日を締切日とし翌月号（15日発行）に掲載します．
掲載料金：国公私立教育機関，国公立研究機関 税抜  20,000円（税込  21,600円）
 賛助会員（企業）   税抜  30,000円（税込  32,400円）
 賛助会員以外の企業   税抜  50,000円（税込  54,000円）

 ＊本会誌へ掲載依頼いただいた場合に限り，追加料金 税抜 4,000円（税込 4,320円）で同一内容を本
会Webページに掲載できます．

申 込 先 ：情報処理学会　会誌編集部門（有料会告係）　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Fax(03)3518-8375

 ＊原稿受付の際には必ず原稿受領のお知らせを差し上げています．もし 3日以内（土日祝日除く）に
返信がない場合は念のため確認のご連絡をください．
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Vol.59 No.12  (Dec. 2018）I PS J  MAGAZ INE

C O N T E N T S

Preface
 1064 Let Us Develop Information Processing Useful for 

Aging Society
  Hajime YAMADA (Toyo Univ.)

Special	Article
 1066 Cryptoassets Leaked from Zaif. ~ Cryptoassets 

Exchange Trader can’t be Controlled? ~
  Masanori KUSUNOKI (Japan Digital Design, Inc.) 

Special Features
Cybersecurity in the Age of Digital Economy - Toward 
Establishing a Foundation for Digital Transformation - 

 1070 0. Foreword 
  Masaki ISHIGURO (Mitsubishi Research Institute, Inc.), Shigeru 

HOSONO (NEC Corp.) and Satoru TEZUKA (Keio Univ.)
 1072 1. Evolving Security for Digitalized Social 

Infrastructures
  Takeshi MIYAO and Junichi TANIMOTO (Hitachi, Ltd.)
 1078 2.	Trust Service and Trust Infrastructure Based on 

International Collaboration
  Satoru TEZUKA (Keio Univ.)
 1084 3. Strengthening of Supply Chain Cybersecurity 

– Development of Cyber / Physical Security 
Framework -

  Toshikazu OKUYA (Ministry of Economy, Trade and Industry)
 1090 4. Spreading IoT Devices and Cybersecurity Policy
  Yasuhiko TANIWAKI (Ministry of Internal Affairs and 

Communications) 
 1095 5. Security of Fintech
  Naoyuki IWASHITA (Kyoto Univ.)
 1102 6. Cybersecurity Assurance for Artificial 

Intelligence Systems
  Kazunori FURUSAWA (Mitsubishi Research Institute, Inc.)
 1108 7. Economics of Cyber Security
  Masaki ISHIGURO (Mitsubishi Research Institute, Inc.)

Reports
 1114 Report on IOI 2018 JAPAN
  Kazuo FURUKAWA (Organizing Committee Chair of IOI 2018 

JAPAN), Katsuhiko KAKEHI (Organizing Committee Vice-chair 
of IOI 2018 JAPAN / President of the Japanese Committee for 
the International Olympiad in Informatics (NPO) /Tokyo Online 
Univ.) and Seiichi TANI (Organizing Committee Member of IOI 
2018 JAPAN / Exective Director of the Japanese Committee for 
the International Olympiad in Informatics (NPO) / Nihon Univ.) 

Senior Column : Messages on Favorite IT
 1069 Innovation by Reconfigurable Hardware
  Toshinori SUEYOSHI (Kumamoto Univ.)

"Peta-gogy" for Future
 1125 Relationship between Typing / Social Skills and 

Grades of Programming Lecture
  Motoki MIURA (Kyushu Institute of Technology) 
 1126 Message for High School Students. Do the 

Research and Expand the Possibilities for Your 
Own Future

  Hiroki MANABE (Hakuyo High School)
 1130 The Education for Network Engineers with 

Philosophy
  Tsunehiko SUZUKI (Chukyo Univ.) 

 1113 Questions for Experts
	 1124 Regular Column
 1134 Biblio Talk
 1136 Skimming a Famous Paper in Five Minutes
 1140 Conference Report

読後のご意見をお送りください

　本誌では，現在約 160 名の方々に毎号のモニタをお願いしておりますが，より多くの読者の皆さんからのご意見，
ご提案をおうかがいし，誌面の充実に役立てていきたいと考えておりますので，毎号巻末に掲載しております所定の
用紙または Web ページ（https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html）をお使いいただき，奮って事務局までお寄せ
ください．

　　一般社団法人 情報処理学会　会誌編集部門
　　〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Fax(03)3518-8371
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ご意見をお寄せください！
【12 月 10 日頃までにお出しください】

　宛　先	 一般社団法人		情報処理学会　モニタ係（下記のいずれからも送付できます）
	 https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html　Fax(03)3518-8375　E-mail:	editj@ipsj.or.jp
	 （E-mail で送信される場合は，10-1-a のようにコードでお答えください）
	 ※ご意見の投稿に伴う，住所，氏名，所属などの個人情報については，学会のプライバシーポリシーに準じて取り扱いいたします．
	 　https://www.ipsj.or.jp/privacypolicy.html

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［コード］

〔1〕ご氏名

〔2〕ご所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tel.（　　　　　）　　　　　　-

〔3〕E-mail:

〔4〕業種： （a）企業（サービス業）　（b）企業（製造業）　（c）研究機関　（d）教育機関（小・中・高校・高専・大学・大学院など）
 （e）学生　（f）学生（ジュニア会員）　（g）その他 …………………………………………………………………………………………… 4-［ 　　］   

〔5〕職種： （a）研究職　（b）開発・設計　（c）システムエンジニア　（d）営業　（e）本社管理業務
 （f）会社経営・役員・管理職　（g）教職員（小・中・高校・高専・大学・大学院など）　
 （h）学生　（i）学生（ジュニア会員）　（j）その他 …………………………………………………………………………………………… 5-［ 　　］   

〔6〕年齢： （a）10 代　（b）20 代　（c）30 代　（d）40 代　（e）50 代　（f）60 代以上 ……………………………………………………………… 6-［ 　　］   

〔7〕性別： （a）男性　（b）女性 ……………………………………………………………………………………………………………………………… 7-［ 　　］   

〔8-1〕あなたはモニタですか？：（a）はい　（b）いいえ ………………………………………………………………………………………………… 8-1-［ 　　］   

〔8-2〕あなたのご意見は「会員の広場」（会誌および Web）に掲載される場合があります．その場合：
　（a）実名可（氏名のみ掲載）　（b）匿名希望　（c）掲載を希望しない ………………………………………………………………………………… 8-2-［ 　　］   

〔9〕どちらの媒体で記事をお読みになりましたか？
　（a）冊子版　（b）情報学広場（電子図書館）（c）App Store　（d）fujisan　（e）その他 …………………………………………………………… 9-［ 　　］   

〔10〕今月号（2018 年 12 月号）の記事は良かったですか．下記の記事すべてについて評価をご回答ください．
　 ［ a …大変良い　b …良い　c…普通，どちらとも言えない　d …悪い　e…読んでいない ］

巻頭コラム：社会の高齢化に役立つ情報処理技術の開発を………………………………………………………………………………………………… 10-1-［ 　　］
特別解説：Zaif からの仮想通貨流出 …………………………………………………………………………………………………………………………… 10-2-［ 　　］
IT 好き放題：やわらかいハードウェアによるイノベーション……………………………………………………………………………………………… 10-3-［ 　　］
特集：ディジタルエコノミー時代のサイバーセキュリティ 
　1．ディジタル化とデータ活用により進化する社会インフラセキュリティ …………………………………………………………………………… 10-4-［ 　　］
　2．国際連携を踏まえたトラストサービスとトラスト基盤 ……………………………………………………………………………………………… 10-5-［ 　　］
　3．サプライチェーンサイバーセキュリティの強化に向けて …………………………………………………………………………………………… 10-6-［ 　　］
　4．IoT 機器の普及とサイバーセキュリティ政策 ………………………………………………………………………………………………………… 10-7-［ 　　］
　5．フィンテックのセキュリティ …………………………………………………………………………………………………………………………… 10-8-［ 　　］
　6．AI をセキュリティリスクから守るために ……………………………………………………………………………………………………………… 10-9-［ 　　］ 
　7．サイバーセキュリティ経済学 …………………………………………………………………………………………………………………………… 10-10-［ 　　］
連載：先生，質問です！………………………………………………………………………………………………………………………………………… 10-11-［ 　　］
報告：第 30 回国際情報オリンピック日本大会開催報告 …………………………………………………………………………………………………… 10-12-［ 　　］
リレーコラム：人の繋がりは大事｛だいじ／おおごと｝である…………………………………………………………………………………………… 10-13-［ 　　］
ぺた語義：タイピング／社会的スキルとプログラミング講義の成績との関連…………………………………………………………………………… 10-14-［ 　　］
ぺた語義：高校生の皆さんへ，研究を通して自分の可能性を広げよう！………………………………………………………………………………… 10-15-［ 　　］
ぺた語義：哲学を込めたネットワーク技術者教育…………………………………………………………………………………………………………… 10-16-［ 　　］
ビブリオ・トーク：データの見えざる手……………………………………………………………………………………………………………………… 10-17-［ 　　］
5 分で分かる !? 有名論文ナナメ読み：Lydia E. Kavraki et al. : Probabilistic Roadmaps for Path Planning in High-dimensional Configuration Spaces … 10-18-［ 　　］
会議レポート：DICOMO2018 シンポジウム開催報告 ……………………………………………………………………………………………………… 10-19-［ 　　］
連載漫画：IT 日和………………………………………………………………………………………………………………………………………………… 10-20-［ 　　］

〔11〕本号で最も良かった記事は何ですか？　上記〔10〕の設問の記事番号から１つだけ選び（例：10-8 の記事の場合は「8」と記入），その理由をご回答く
ださい．上記に掲載されていない記事の場合はタイトルを直接ご記入ください．
　〔11-1〕良かった記事 ………………………………………………………………………………………………………………………………………… 11-1-［ 　　］   
　〔11-2〕この記事に対する貴方の立場：a）専門家　b）非専門家 ……………………………………………………………………………………… 11-2-［ 　　］   
　〔11-3〕選んだ理由（下記から，いくつでも選択可） ……………………………………………………………………………………………… 11-3-［ 　　　　　］   
　　　a) 技術・研究動向がよく分かった　b）知的興味をかきたてられた　c) 新たな知識を得ることができた　d) 内容が平易で理解しやすかった
　　　e) その他（具体的に下記にご記入ください）
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〔12〕本号で最も良くなかった記事は何ですか？　上記〔10〕の設問の記事番号から１つだけ選び（例：10-8 の記事の場合は「8」と記入），その理由をご回
答ください．上記に掲載されていない記事の場合はタイトルを直接ご記入ください．
　〔12-1〕良くなかった記事 …………………………………………………………………………………………………………………………………… 12-1-［ 　　］   
　〔12-2〕この記事に対する貴方の立場：a）専門家　b）非専門家 ……………………………………………………………………………………… 12-2-［ 　　］   
　〔12-3〕選んだ理由（下記から，いくつでも選択可） ……………………………………………………………………………………………… 12-3-［ 　　　　　］   
　 　　a) 記事の内容に誤りがあった　b) ありきたりの内容だった　c) 記事が難しすぎた　d) 何を言いたいのか分からなかった　e）宣伝の意図が強すぎる
　　 　f) テーマに興味が持てなかった　g）その他（下記に具体的にご記入ください）

〔13〕今月の特集に対する貴方の立場を教えてください．
　〔13-1〕ディジタルエコノミー時代のサイバーセキュリティ：a）専門家　b）非専門家 …………………………………………………………… 13-1-［ 　　］

〔14〕設問〔10〕で読んでいないと答えた記事について，その理由を教えてください．

〔15〕会誌に対するご意見やご感想，著者への質問，巻頭コラムに登場してほしい人物，今後取り上げてほしいテーマなどありましたらご記入ください．
　　（スペースが足りない場合はお手数ですが別紙を追加してください）

担　当 E-mail Tel（ダイヤルイン） 取り扱い内容
■ 会員サービス部門

会　員 mem@ipsj.or.jp 03-3518-8370 入会，会費，変更連絡，退会，在会証明，会員証，会誌配布，会員特典，会費等口座振替，
海外からの送金，賛助会員，電子図書館

■ 会誌編集部門

会誌編集

著作権

editj@ipsj.or.jp

copyright@ipsj.or.jp 03-3518-8371

会誌「情報処理」の掲載内容，広告掲載，出版，コンピュータ博物館（情報処理技術遺産）

転載許可，著作権

図　書 tosho@ipsj.or.jp 03-3518-8374 出版物購入

■ 研究部門

論文誌 editt@ipsj.or.jp
03-3518-8372

論文誌（ジャーナル／ JIP ／トランザクション）の編集・査読

調査研究／
国際／教育 sig@ipsj.or.jp 研究会登録，研究発表会，研究グループ，シンポジウム，国際会議，IFIP 委員会，

情報処理教育委員会，アクレディテーション対応
■ 事業部門

事　業 jigyo@ipsj.or.jp

03-3518-8373

全国大会，FIT，プログラミングコンテスト，プログラミング・シンポジウム，協賛・後援

技術応用 event@ipsj.or.jp

認定情報技術者制度　 ipsj.citp@ipsj.or.jp

連続セミナ，短期セミナ，IT フォーラム，ソフトウエアジャパン，その他講習会

認定情報技術者制度　

■ 管理部門

総務／庶務 soumu@ipsj.or.jp

03-3518-8374

総会・理事会，支部，選挙，総務系選奨，関連団体，アドバイザリーボード

経　理 keiri@ipsj.or.jp 出納，送金連絡

システム企画 sys@ipsj.or.jp システム企画，セキュリティ，電子化委員会，電子図書館，IPSJ メールニュース

デジタルプラクティス editdp@ipsj.or.jp デジタルプラクティス（DP）の編集・査読，DP レポート

　一般社団法人  情報処理学会（本部）　※支部所在地等詳細はリンクされている各支部ページでご参照ください．
　〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　　Fax(03)3518-8375　https://www.ipsj.or.jp/

■ 各種問合せ先 ■

■ 情報規格調査会

規格部門
問合せフォーム
https://www.itscj.ipsj.or.jp/contact/
index.html

ISO/IEC JTC 1での情報技術の標準化業務
〒105-0011 東京都港区芝公園3-5-8　機械振興会館308-3
Tel (03)3431-2808　Fax (03)3431-6493　https://www.itscj.ipsj.or.jp/
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■ 編集室 ■

　企業・大学・政府においてサイバーセキュリティ分野で先頭に
立ってご活躍されている，最もお忙しい方々に，ご執筆におい
て多大なご協力をいただいた．サイバーセキュリティ分野の中で
も，特に先端的で変化の大きい領域における課題と取り組みに
ついて，高度な内容を捉えつつ，読みやすさにも配慮してご執
筆いただいた．
　ディジタルエコノミーは，今，大変革の真っ只中にあり，その

発展や社会実装の基盤として，サイバーセキュリティ技術は必
要不可欠となっている．この分野の技術進化のペースを考えれ
ば，数年後には，ディジタルエコノミー分野でまた新たなサイバー
セキュリティ特集が必要になるかもしれない．しかし，本特集
で示される考え方は中長期的に通用する核心的なものであると
いえる．
　	 （石黒正揮／本特集エディタ）

次号（1 月号）予定目次
編集の都合により変更になる場合がありますのでご了承ください．

「特集」機械学習工学
機械学習工学の狙いと展開／機械学習応用システムの開発・運用環境／機械学習応用システムのテストと検証／機械学習応用シ
ステムのセキュリティとプライバシ／機械学習のためのヒューマンインタフェース／機械学習応用システムのプロジェクト管理
と組織

特別解説：スパイチップはあるのか～ハードウェアセキュリティの守り方～…………………………………………戸川　望	 他

報　告：CEDEC	2018 開催報告─ 20 周年を迎えて─	……………………………………………………………………中村樹之	 他

教育コーナー：ぺた語義
連　載：IT 日和／ 5 分で分かる !? 有名論文ナナメ読み／先生，質問です！／ビブリオ・トーク
コラム：巻頭コラム／シニアコラム：IT 好き放題／リレーコラム
会議レポート：VizAfrica2018 参加報告─アフリカ初の可視化シンポジウム─

複写される方へ
　本会は下記協会に複写に関する権利委託をしていますので，本誌に掲載された著作物を複写
したい方は，同協会より許諾を受けて複写してください．ただし，（社）日本複写権センター（同
協会より権利を再委託）と包括複写許諾契約を締結されている企業の社員による社内利用目的
の複写はその必要はありません（社外頒布用の複写は許諾が必要です）．
権利委託先：一般社団法人学術著作権協会
　　　　　　〒 107-0052	東京都港区赤坂 9-6-41　乃木坂ビル
　　　　　　	E-mail	:	info@jaacc.jp　Tel	(03)3475-5618　Fax	(03)3475-5619
　なお，著作物の転載・翻訳のような複写以外の許諾は，学術著作権協会では扱っていません
ので，本会へご連絡ください．
　また，アメリカ合衆国において本書を複写したい場合は，次の団体に連絡してください．
　　　　　　Copyright	Clearance	Center,	Inc.
　　　　　　222	Rosewood	Drive,	Danvers,	MA	01923			USA
　　　　　　Phone	:	1-978-750-8400　Fax	:	1-978-646-8600

Notice for Photocopying
		If	you	wish	to	photocopy	any	work	of	this	publication,	you	have	to	get	permission	from	the	
following	organization	to	which	licensing	of	copyright	clearance	is	delegated	by	the	copyright	
owner.
<All	users	except	those	in	USA>
	 Japan	Academic	Association	for	Copyright	Clearance,	Inc.	(JAACC)
	 6-41	Akasaka	9-chome,	Minato-ku,	Tokyo	107-0052			Japan
	 E-mail	:	info@jaacc.jp
	 Phone	:	81-3-3475-5618　Fax	:	81-3-3475-5619
<Users	in	USA>
	 Copyright	Clearance	Center,	Inc.
	 222	Rosewood	Drive,	Danvers,	MA	01923			USA
	 Phone	:	1-978-750-8400　Fax	:	1-978-646-8600
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掲載広告カタログ・資料請求用紙

お
フ リ ガ ナ

名 前

勤 務 先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属部署

所 在 地　　（〒　　　　-　　　　）

　　　　　　TEL（　　　　　　）　　　　　-　　　　　　　　　　FAX（　　　　　　）　　　　　-

ご専門の分野

　掲載広告の詳しい資料をご希望の方は，ご希望の会社名にチェック ☑ を入れ，送付希望先をご記入の上，Fax にて（ま
たは E-mail にて必要事項を記入の上）アドコム・メディア（株）宛にご請求ください．

■「情報処理」　59 巻 12 号　掲載広告（五十音順）

■「情報処理」
発　　行	 一般社団法人	情報処理学会
発行部数	 20,000 部
体　　裁	 A4 変形判
発 行 日	 毎当月 15 日
申込締切	 前月 10 日
原稿締切	 前月 20 日
広告原稿	 完全版下データ
原稿寸法	 1 頁	 天地 250mm ×左右 180mm
	 1/2 頁	 天地 120mm ×左右 180mm
雑誌寸法	 天地 280mm ×左右 210mm

■広告料金表
掲載場所 4 色 1 色

表 2 330,000 円
（税込 356,400 円） ─

表 3 275,000 円
（税込 297,000 円） ─

表 4 385,000 円
（税込 415,800 円） ─

表 2 対向 300,000 円
（税込 324,000 円） ─

表 3 対向 265,000 円
（税込 286,200 円）

155,000 円
（税込 167,400 円）

前付 1 頁 250,000 円
（税込 270,000 円）

135,000 円
（税込 145,800 円）

前付 1/2 頁 ─ 80,000 円
（税込 86,400 円）

前付最終 ─ 148,000 円
（税込 159,840 円）

目次前 ─ 148,000 円
（税込 159,840 円）

差込
（A4 変形判 70.5kg 未満　1 枚）

275,000 円（税込 297,000 円）

差込
（A4 変形判 70.5kg ～ 86.5kg　1 枚）

350,000 円（税込 378,000 円）

同封
（A4 変形判　1 枚）

350,000 円（税込 378,000 円）

＊原稿制作が必要な場合には別途実費申し受けます．
＊同封のサイズ・割引の詳細についてはお問合せください．

お問合せ・お申込み・資料請求は

　広告総代理店 アドコム・メディア（株）
　Tel.03-3367-0571　Fax.03-3368-1519　E-mail: sales@adcom-media.co.jp　　

 

■問合せ・お申込み先
〒 169-0073		東京都新宿区百人町 2-21-27

アドコム・メディア（株）（Tel/Fax/E-mail は下に記載）

■資料送付先

掲載広告の資料請求

広告のお申込み

□インタフェース ……………………………… 表 2

□産業技術大学院大学………………………… 前付最終上

□筑波大学……………………………………… 表 2 対向

□ すべての会社を希望
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賛
助
会
員
の
ご
紹
介

本会をご支援いただいております賛助会員をご紹介いたします．
Webサイト（https://www.ipsj.or.jp/annai/aboutipsj/sanjo.html）「賛助会員一覧」のページからも

各社へリンクサービスを行っておりますので，ぜひご覧ください．

照会先　情報処理学会　会員サービス部門　E-mail: mem@ipsj.or.jp　Tel.(03)3518-8370

賛助会員のご紹介 

●●● 賛助会員（10 〜 19口）

（株）リクルート グーグル合同会社 （株）NTTドコモ （株）東芝

日本電信電話（株） 日本マイクロソフト（株）

●●● 賛助会員（20 〜 50口）

（株）日立製作所 富士通（株） 日本電気（株）

三菱電機（株） （株）サイバーエージェント 日本アイ・ビー・エム（株）

●●● 賛助会員（3 〜 9口）

（一社）情報通信技術委員会 NTT データ（株） グリー（株） 楽天（株） （一財）インターネット協会

4色印刷用
C 100%
M 55%
K 35%

情報サービス産業協会 トレンドマイクロ（株） NTT コムウェア（株） NTT テクノクロス（株） （株）うえじま企画

沖電気工業（株） 三美印刷（株） Septeni Japan（株） ソニー（株） チームラボ（株）

パナソニック（株） （株）フォーラムエイト （株）レコチョク
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編集長就任にあたって　情報処理 X  …………………………………………………………………………………………… 稲見昌彦 4- 316

■巻頭コラム
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